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　要　旨　�
　ドパミントランスポーター画像（DAT スキャン）はパーキンソニズムの診断に有用で
あり，本邦では 2014 年に使用が可能になった．当院では積極的に DAT スキャンを用いて
パーキンソン病（PD）やレビー小体型認知症（DLB）などの診断に活用している．そこで 
DAT スキャンの有用性を検討するために当院での３年間の利用状況を調査した．共同機器
利用例が 34 例，院内例が 256 例，計 290 例であり，いずれも神経内科医からの依頼であっ
た．院内例は PD の鑑別目的が 155 例と過半数であった．パーキンソン症候群では 12 例で
施行し，多系統萎縮症など全例で集積低下していた．レム期睡眠行動障害８例に施行し，５
例で集積低下し，このうち２例は後に DLB を発症した．DLB を疑った 81 例では 43 例で集
積低下していた．臨床症状も考慮して DLB と確定診断した 59 例中の DAT スキャンの集積
低下例は 45 例であり，感度は 76.3％であった．DATスキャンはレビー小体病やパーキンソ
ン症候群の診断向上に寄与していた．

　キーワード　�
ドパミントランスポーター画像，パーキンソン病，レビー小体型認知症，レム期睡眠行動障
害，パーキンソン症候群
�

はじめに

　超高齢化社会の到来１）により，認知症やパー
キンソン病（PD）の患者数は増加してきてい
る２），３）．ドパミントランスポーター画像（DAT
スキャン）は PD やレビー小体型認知症（DLB）
などのレビー小体病やパーキンソン症候群など
の診断に有用であることが知られており４）-６），本
邦では 2014 年に使用が可能になった．当院では
県内でいち早く DAT スキャン検査の実施を開始
し，共同機器利用も当初から推進してきた．また
患者向けの病院広報誌を通じて DLB や DAT ス
キャンについて解説し，患者啓発に取り組んでい
る．当科では積極的に DAT スキャンを用いて認
知症やパーキンソン症候群などの診断に活用して
いる（図１）．DAT スキャンの有用性を検討す

るために当院における DAT スキャンの３年間の
利用状況について調査した．

対　　象

　2014 年度，2015 年度，2016 年度の３年間に当
院でDATスキャンを施行した患者．

方　　法

　対象患者について，後方視的に診療録から患者
の病歴などを調査し，使用目的や検査の依頼元，
DATスキャンの結果について検討した．

結　　果

　2014年度はDATスキャンの施行件数は院内か
らの依頼が 92 例，院外からの共同機器利用例が
14例，計106例であった．2015年度は院内80例，
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共同機器利用例が 11 例，計 91 例であり，2016
年度は院内 84 例，共同機器利用例が９例，計 93
例であった．３年間の合計は院内 256 例，共同機
器利用例が 34 例，計 290 例であった（表１）．共
同機器利用はいずれも近隣の神経内科医からの依
頼であり，院内例も全て神経内科医からの依頼で
あった．
　次いで院内例の DAT スキャン検査の施行目的
について検討した．施行目的は PD，DLB, パー
キンソン症候群，レム期睡眠行動障害（RBD）
の診断目的であった．PD の診断目的では 155 例
で施行し，101 例で線条体の集積が低下してい
た．DLB の診断目的では 81 例で施行し，43 例
で集積低下していた．パーキンソン症候群 12 例
（多系統萎縮症（MSA）９例，低酸素脳症 ２例，
進行性核上性麻痺（PSP）１例）で施行し，12

例全例で集積が低下していた．RBD８例で施行
し，５例で集積低下していた．この集積低下例の
うちの２例がのちにDLBを発症した（表２）．
　DLB を疑い DAT スキャンを施行した 81 例の
うち，43 例で集積が低下し，臨床症状と合わせ
て DLB と最終診断した．38 例の集積正常例のう
ち 14 例は臨床症状も考慮して DLB と最終診断
したため，81 例中 57 例が DLB であった．また，
RBD で発症し，DLB と最終診断した２例を含
めて DLB と最終診断した患者は計 59 例であり，
このうち DAT スキャンの集積低下例は 45 例で
あった．DAT スキャンの当院での感度は 76.3％
（45/59）であった．

考　　察

　我が国は超高齢化社会を迎え１），認知症や PD
などの神経難病疾患の患者数は増加してきてい
る２），３）．当院は香川県の中心部に位置する急性期
病院であるが，香川県で最初に認知症ケア加算１
を申請し，認知症ケアチームの活動を行い，院内
デイケアに取り組み，高齢者に優しい医療の提供
を心掛けている７）-９）．また患者向けの病院広報誌
を通じて積極的に認知症や DAT スキャンについ
て解説し，患者啓発に取り組んでいる．
　DAT スキャンは PD や DLB などのレビー小
体病のみではなく，黒質線状体系の変性を伴う
MSA や PSP などのパーキンソン症候群の診断
に有用であることが知られており４）-６），本邦では
2014 年に保険での使用が可能になった．当院で
は県内でいち早く DAT スキャン検査の実施を開
始し，当科では積極的に DAT スキャンを用いて
認知症やパーキンソン症候群などの診断に活用し
ている．現在，香川県下で DAT スキャン検査の

表１　当院でのDATスキャン施行件数

院内 共同機器 計
2014 年度 92 14 106
2015 年度 80 11 91
2016 年度 84 ９ 93

計 256 34 290

表２　院内例のDATスキャンの施行目的

施行目的 症例数
（例）

集積低下
例数（例）

PDの鑑別 155 101
DLB の鑑別 81 43

パーキンソン症候群
（MSA，低酸素脳症，PSP） 12 12

RBD ８ ５＊

＊：５例のうち２例がのちにDLBを発症

図１　当院で施行したDATスキャンの結果

本態性振戦 DLBPD
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施行可能な施設は９施設あるが，当院では医療社
会事業部を介して共同機器利用についても当初か
ら積極的に推進してきた．結果，毎年 10 例前後
の他施設神経内科医からの DAT スキャンの依頼
があった．共同機器利用により，患者の利便性が
高まっている．
　DLB の臨床診断基準は従来の 2005 年の第３回
DLB 国際ワークショップの基準 10）から 2017 年
に若干変更された 11）．このため，本研究では前診
断基準に基づいた 2014 年度から 2016 年度の３年
間の症例で調査を行った．DLB はパーキンソニ
ズムや幻視等の多彩な症状を呈し 10），11），且つ症
状経過が症例により一律でないため診断に苦慮す
ることも多い．また，アルツハイマー型認知症の
ようにもの忘れが前面に出ないため，診断の遅れ
につながることもある．本研究では DLB を疑っ
た 81 例で DAT スキャンを施行し，43 例で集積
が低下していた．この 43 例は臨床症状と合わせ
て DLB と最終診断した．38 例の集積正常例のう
ち 14 例は幻視などの臨床症状があり，DLB と最
終診断したため，81 例中 57 例が DLB であった．
また，RBD で受診し，DAT スキャンで集積低下
していた５例のうち，経過観察中に２例で集中力
や注意力の低下，変動する認知機能の低下などの
臨床症状を呈するようになり，DLB と最終診断
した．DLB の初発症状として RBD が 6.1％に認
められたという報告がある 12）．今回 RBD で受診
し，集積低下していた残りの３例についても PD
や DLB の発症に十分な注意が必要である．最終
的に DLB と診断した患者は 59 例であり，この
うち DAT スキャンでの線条体の集積低下例は
45 例であり，当院での DAT スキャンの感度は
76.3％であった．DAT スキャンの DLB の感度
については McKeith らは 77.7％と報告しており，
当院とほぼ同様の感度であった５）．また，パーキ
ンソニズムの付随の有無に関係なく DLB におけ
る DAT スキャンの感度は 85％前後であるとい
う報告もある 12）．DLBのどの段階でDATスキャ
ン検査を施行するかによっても感度は異なってく
ると思われる．
　本研究では PD の診断目的に 155 例で DAT ス
キャンを施行していた．DAT スキャンは PD と
本態性振戦等との鑑別に有用であった．また，か
かりつけ医からの PD 疑いでの紹介例に客観的な
評価をあわせて返答できる利点もあった．その
他，MSA や PSP などのパーキンソニズムを呈

する 12 症例で DAT スキャンを施行し，全例で
集積が低下していた．DAT スキャンのみで診断
が確定できるものではないが，本検査は PD や
DLB などのレビー小体病のみならず，MSA や
PSP などのパーキンソン症候群の補助診断に有
用であると考えられる．

おわりに

　超高齢化社会の到来により，神経難病患者数
は増加してきている．DAT スキャン検査は PD
や DLB などのレビー小体病のみならず MSA や
PSP などのパーキンソン症候群の診断向上に寄
与していた．特に DLB は症状が多彩であり，診
断に苦慮することも多いが，当院での DAT ス
キャンの感度は 76.3％であり，有用であった．今
後はさらに近隣施設に向けて DAT スキャンの共
同機器利用を推進していきたい．
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